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エグゼクティブサマリー 

 リモートワークの増加により、IT担当者は 2つの重要な課題に直面しています。まず、
さまざまな職位でさまざまなデジタルスキルを持つ従業員が確実に仕事をこなせるよ

う、安定した直感的なインターフェイスを提供しなければなりません。同様に重要なこ
とは、こうした簡単なアクセスの提供によって組織がさらされうる脅威から組織を保護
することです。組織のブラウザすべてをクラウドベースで一元管理することにより、IT

チームとセキュリティチームはその両方を実現するための強力なツールが得られます。 
 
 
 

Googleの Chrome ブラウザ クラウド管理ソリュー

ションにより、企業の ITチームは、オペレーティン

グシステムやデバイスにまたがる Chromeの導入を

一元的に管理し、セキュリティを確保することがで

きます。クラウドからブラウザを管理することで、

ユーザーがブラウザを開くとすぐに IT部門からプッ

シュ配信されたアップデートやポリシーが適用さ

れ、ユーザーエクスペリエンスと組織のセキュリテ

ィの両方が最適化されます。 

Googleは、Forrester Consultingへの委託により、さ

まざまな企業が Chrome ブラウザ クラウド管理の導

入で実現し得る投資収益率 (ROI) についての Total 

Economic Impact™ (TEI) 調査を実施しました。1 本

調査の目的は、Chrome ブラウザ クラウド管理によ

って企業にもたらされうる経済的影響を評価するた

めのフレームワークを読者に提供することです。 

Forresterは、この投資による利益、コストおよびリ

スクについてさらに理解を深めるために、Chrome 

ブラウザ クラウド管理の利用経験のある代表的な企

業 4社にインタビュー形式で聞き取り調査を実施し

ました。調査の目的遂行のため、Forresterはインタ

ビュー参加者の経験を総括し、集計結果を反映させ

た 1つのモデル組織（多角的なグローバル金融サー

ビス企業）を作成しました。 

これらのインタビューでは、Chrome ブラウザ クラ

ウド管理を導入するまでは、リモートワーカーに効

率的に仕事をこなす手段を提供しながら効果的なセ

キュリティを維持する上で組織がいかに苦慮してい

たかが指摘されていました。これら従来、大きな懸

念事項ではありませんでしたが、新型コロナウイル

スのパンデミックに伴うリモートワークへのシフト

により、問題が表面化しました。 

Chrome ブラウザ クラウド管理に投資後、従業員と

ITチームの生産性が向上し、セキュリティも改善さ

れました。さらに、組織はデジタルトランスフォー

メーション路線をまい進できるようになりました。 

 

 

正味現在価値 (NPV) 

1,042万ドル 

主な統計データ 

回収期間 

6ヶ月未満 

ヘルプデスクチケット数の
減少。 

30% 

https://chromeenterprise.google/browser/management/
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エグゼクティブサマリー 

主な調査結果 

定量的利益。 モデル組織のリスク調整後の 3年間の

現在価値 (PV) で示す定量的利益には、以下が含まれ

ます。 

• エンドユーザーエクスペリエンスの向上によ

り、従業員の生産性が 370万 ドル以上向上。 す

べてのユーザーのブラウザが自動的に最新バー

ジョンの Chrome（およびモデル組織のポリシ

ー）に更新されることで、リモートワーカーと

オフィス勤務者の両方にとってより安定した環

境が確保されます。ポリシーのきめ細かな適用

とカスタマイズされたブラウザ設定により、モ

デル組織のユーザーは仕事の遂行に適切なツー

ルを使用できます。サービスチケット数が 30%

減少し、開発者の時間が 20%短縮したことは、

労働生産性が向上した典型例です。 

• ブラウザ管理に、Chrome ブラウザ クラウド管

理を使用することで IT部門の生産性が向上し、

420万ドルの節約となった。 当該企業の IT担当

者は、チケットへの対応、アップデートのパッ

ケージ化と確認、組織全体で複数バージョンの

Chromeを使用することによる、複雑なテスト環

境の管理に費やす時間を短縮しました。実際、IT

チームがこれらの作業に費やす時間は 75%短縮

されました。 

• セキュリティの向上により、侵害、コンプライ

アンス違反による罰金、セキュリティチームの

業務時間にかかる 260万ドルのコストを回避。 

企業のデータやアプリケーションにアクセスす

るリモートワーカーが大幅に増えたにもかかわ

らず、クラウド上のブラウザを一元管理するこ

とですべてのアップデート、パッチ、ポリシー

がモデル組織のすべてのブラウザに確実に適用

されるようになりました。 

非定量的利益： 本調査では定量化は行われなかった

ものの、モデル組織に価値をもたらすその他の利益

は次の通りです。 

• IT処理と担当者に対する信頼性の向上。常に最

新のブラウザと機能的な企業アプリケーション

によってユーザーエクスペリエンスが向上し、

エンドユーザーは ITチームの意思決定と処理に

対する信頼を高めることができました。 

• 組織のリスク軽減。 作業チームや貢献した担当

者は、システムが想定通りに機能するという確

信を持つことができ、すべてのプロジェクトか

らリスク要素が取り除かれ、その結果、より革

新的なアプローチが可能になります。 

コスト： モデル組織のリスク調整後の 3 年間の PV

コストには次が含まれます。 

• 管理コスト：50,000ドル。 Chrome ブラウザ ク

ラウド管理において Googleに支払う追加料金は

ありません。そのため、必要な投資は、概念実

証の実行、新しいブラウザ管理手法の計画と伝

達、および時間の経過に伴うポリシーの修正に

かかる社内時間に向けられます。  

代表者へのインタビューと財務分析の結果、モデル

組織の場合、3年間の正味現在価値 (NPV) は 1,050

万ドルです。Chrome ブラウザ クラウド管理におい

て Googleに支払う追加料金はないため、導入に必要

な投資は、財務表に詳細に記載されているものの、

あまりに少額なため、的確な投資収益率 (ROI) 計算

の基準とすることはできません。Chrome ブラウザ 

クラウド管理の導入投資額は、6ヶ月以内に回収で

きます。 

 

短縮された開発者の時間： 

20% 
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エグゼクティブサマリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Chromeのポリシーはインターネットに

接続すると即座に適用されます。より詳細

なポリシーを展開でき、社内のどこで誰が

どのように Chromeを使用しているかを把

握できます。」 

技術・コラボレーション担当シニアディレクター、製造業 

エンドユー

ザー・エクス

ペリエンスの

向上

370万ドル

（ユーザーの
時間損失を
17%削減）

ITの生産性向上、420万ドル

（IT担当者がブラウザの問題に
費やす時間を29%短縮）

セキュリティ

の向上

260万ドル

（セキュリティ
コストを

10%削減）

利益（3年間）

3年間の総利益 (PV)

1,050万ドル
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エグゼクティブサマリー 

TEIフレームワークと調査手法 

インタビューで得られた情報を基に、Forresterは

Chrome ブラウザ クラウド管理の導入を検討中の組

織向けに Total Economic Impact™ (TEI) フレームワ

ークを構築しました。 

このフレームワークの目的は、投資の意思決定に影

響するコスト、メリット、柔軟性、およびリスク要

素を明らかにすることです。Forresterは、Chrome 

ブラウザ クラウド管理が組織にもたらし得る影響

を、多段階アプローチを使用して評価しました。 

Forrester Consultingは、米国、英国、カナダ、ドイ

ツ、オーストラリアのグローバル企業の 351人のサ

イバーセキュリティ担当者にオンライン調査を実施

しました。調査の参加者には、サイバーセキュリテ

ィの意思決定、オペレーション、報告を担当するマ

ネージャー、ディレクター、VP、経営幹部が含まれ

ます。参加者は、リーダーのサイバーセキュリティ

戦略や組織内で発生した侵害事例を評価するための

質問を受けました。参加者は、2020年 11月に

Forresterの代理として実施されたサードパーティの

調査パネルを通じて調査に参加しました。 

 

 

デューデリジェンス（適正評価） 

Forresterのアナリストが Googleステークホル

ダーにインタビューを実施し、Chrome ブラウ

ザ クラウド管理に関するデータを収集。 

 

インタビュー 

Chrome ブラウザ クラウド管理を使用する複数

の組織の代表者 4人へインタビューを行い、コ

スト、利益、リスクに関するデータを収集しま

した。 

 

モデル組織 

インタビューした組織の特性に基づき、モデル

組織を作成しました。 

 

財務モデルのフレームワーク 

TEI手法を使用してインタビュー結果を表す財

務モデルを構築し、インタビューした組織の課

題と懸念に基づいて財務モデルをリスク調整し

ました。 

 

ケーススタディ 

TEIの 4つの基本要素である利益、コスト、柔

軟性、リスクに基づいて投資がもたらす影響を

モデル化しました。IT投資に関連する ROI分析

が高度化しているなか、Forresterの TEI手法は

購入判断により生じる総経済効果の全体像を提

供しています。TEI手法の詳細については付録

Aをご参照ください。 

開示事項 

次の点に留意してお読みください。 

本調査は Googleの依頼により、Forrester Consultingが

実施しました。本書は競合分析としての利用を意図する

ものではありません。 

Forresterは、他の組織が得られる可能性のある ROIにつ

いては一切想定していません。Chrome ブラウザ クラウ

ド管理に投資する妥当性を判断する際には、本調査で提

供されているフレームワークに読者自身の予測を適用す

ることを強く推奨します。  

Googleは、本調査の報告内容を確認した後、Forresterに

フィードバックを提供しました。ただし、本調査の内容

と結果の編集は Forresterが権限を有しており、Forrester

の見解と矛盾する変更や、調査の意味を曖昧にする変更

は承認していません。 

Googleは、インタビュー調査を行う顧客企業名を提供し

ましたが、インタビュー調査には参加していません。 
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Google の Chrome ブラウザ クラウド管理のカスタマージャーニー 

Chrome ブラウザ クラウド管理の導入を促した要因 
 
 

 

主な課題 

インタビューで、某保険業界のエンタープライズア

ーキテクチャ担当シニアディレクターは、Chrome 

ブラウザ クラウド管理を展開するまで組織が直面し

た課題を非常に簡潔に要約してくれました。参加者

たちは、次のように話しています。「ほとんどの組

織では、ブラウザを導入して、[そして] それを最新

の状態に保ち、セキュリティ上のトラブルに巻き込

まれないようにすることがいかに骨の折れることで

あるかを知ることになると思います。そして、「よ

し、どうにかしてもう少し管理を一元化していこ

う」と決断することになるのです。」 

インタビュー参加者の組織に共通してみられた課題

には、次のようなものがありました。 

• 組織のブラウザの全体的な状況に関する可視性

が欠如している。インタビュー参加企業では、

アクティブなブラウザの数、ユーザーの使用状

況、最新で保護されているかどうかをほとんど

確認できていませんでした。某小売企業のデジ

タルプロダクトマネージャーはこのように振り

返っています。「ブラウザのグローバルなステ

ータスを可視化することはできず、アップデー

トのたびにすべてのブラウザが最新に状態にあ

るかを確認するのは大変な作業でした。ブラウ

ザのアップデートは担当者が交代で行っていた

ため、さらに混乱しました。」 

• インスタンス別、機能別、個人別にポリシーを

カスタマイズできない。某製造業の技術・コラ

ボレーション担当シニアディレクターは次のよ

うに述べています。「入社当時は、デバイスの

ポリシーに基づいてプロファイルを適切に検出

する方法がありませんでした。つまり、会社の

ブラウザや個人の Gmail、その他の Chromeのイ

ンスタンスにログインしている場合、すべての

インスタンスに同じポリシーが適用されること

になり、Gmailには不要な拡張機能がありました

が、削除することもできませんでした。」 

• リモートワークに最適とは言えないセキュリテ

ィ状況である。状況をよく把握しているわけで

  

インタビュー 

役職 業界 地域 従業員数 

デジタルプロジェクトマネージャー、小売企業 小売 
グローバル、 EMEA（欧州、

中東、アフリカ）本社 
100,000 

技術・コラボレーション担当シニアディレクター 製造 グローバル、米国本社 2,700 

デスクトップインフラストラクチャリーダー ヘルスケア 米国北東部 21,000 

エンタープライズアーキテクチャ担当シニアディ

レクター  
保険 米国中西部 8,000 

 

「ユーザーの問題点とデジタル

サポートチームの問題点がすべ

て合致し、Chrome ブラウザ ク

ラウド管理では、ほぼ頭を悩ま

すことがなくなりました。これ

が一番良い点です。コストもか

からないんです。」 

技術・コラボレーション担当シニ
アディレクター、製造業 
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<クライアント>**製品名**のカスタマージャーニー 

はありませんが、インタビュー参加者たちの多

くは、コロナ禍のセキュリティコンプライアン

スや、それに伴うハイブリッドワークの方針導

入に懸念を抱いていました。製造業における技

術・コラボレーション担当シニアディレクター

は次のように指摘しています。「多くのリモー

トユーザーは、仮想プライベートネットワーク

にログインしたときだけ Active Directoryの同期

を取ることができました。また、誰かが一貫し

た方法で行う保証はありませんでした。このた

め、プッシュ配信が必要なものが、タイムリー

にプッシュ配信されないことがありました。」 

ソリューションの要件と投資目標 

インタビュー参加者の企業では、次を実現するソリ

ューションを模索していました。 

• 安全にリモートワークができる。 どの組織も、

多くの場合、さまざまなターニングポイントでこ

の点を求めていました。近代化やデジタルトラン

スフォーメーションの真っただ中にある組織もあ

れば、コロナ禍による操業停止に対応している組

織もあり、特定レベルのハイブリッドワークを正

式に採用している組織もありました。 

• クリティカルなビジネスニーズに対応できるよ

う ITチームとセキュリティチームの時間を最適

化する。 特に、新型コロナウイルスのパンデミ

ック時に Chrome ブラウザ クラウド管理に移行

した組織では、このケースが顕著でした。主因

となったのは、接続できない人や仕事ができな

い人に IT担当者が対応できるようにすること

と、リモートワークへの急速な移行がデータの

安全性を損なわないようセキュリティチームが

取り組めるようにすることでした。 

• よりきめ細かなユーザーエクスペリエンスの向

上。 例えば、インスタンス間でプラグインやブ

ックマークを保存したり、新しいロールを付与

しすぐに利用できる利便性、最新の Chromeア

ップデートを受理できること、より少ないエー

ジェントの実行でデバイスパフォーマンスの向

上を体験できることなどです。 

モデル組織 

インタビューに基づき、Forresterは TEIフレームワ

ーク、モデル組織、ROI分析を作成し、財務上影響

を受ける業務分野を具体的に示しました。モデル組

織とは、インタビュー参加者が所属する 4社をモデ

ルとして便宜的に 1つの組織としてまとめたもので

す。次のセクションでは、財務分析の総合結果を表

すためにこのモデル組織を使用しています。モデル

組織の特性は次の通りです。 

モデル組織の概要： この組織は、米国に本社を置く

150億ドル規模のグローバル金融サービス会社で

す。従業員数は 30,000人（物理的な支店勤務者を多

く含む）で、そのうちの約 50%は、週の少なくとも

一部はリモートで勤務しています。 多くのマネージ

ャーが複数のデバイスを業務に使用し、支店の従業

員はブラウザを共有することが多いため、350人の

ITチームが 35,000台強のブラウザを管理していま

す。 

 

主な前提条件 

• 金融サービス 

• グローバル、米国本社 

• 収益 15億ドル 

• 従業員 30,000人 

• リモートワークの割合

40%～50% 

 



 

GOOGLE の CHROME ブラウザ クラウド管理に関する TOTAL ECONOMIC IMPACT™ 7 

利益の分析 

モデル組織に適用される定量的利益のデータ 

 
 
 

 

エンドユーザーエクスペリエンスの向上 

エビデンスとデータ。 インタビューでは、Google 

Chrome ブラウザ クラウド管理を導入することで、

エンドユーザーにより良いデジタルユーザーエクス

ペリエンスを提供することができると、いくつかの

異なる方法について回答者からの説明がありまし

た。サインオンからサインオフまで作業を中断する

ことなく行えるようにする自動アップデートから、

業務を円滑に進めるために適切なプラグイン、ブッ

クマーク、その他の設定をさまざまな職務の担当者

に提供するカスタマイズされたブラウザ設定まで、

さまざまな点を挙げていました。 

• 某保険会社のエンタープライズアーキテクチャ

担当シニアディレクターは次のように振り返っ

ています。「これまで、『Chromeがアップデー

トが必要だ…とか、このプラグインが必要だと

か言ってくるのでその通りにしていました』。

そうして、突然ミーティングに参加できなくな

ったり、コンテンツを見れなくなったり、メー

ルや SMSにプラグインできなくなったりしたこ

とがありました。導入後、このような経験は大

幅に改善されました。」 

• 製造業の技術とコラボレーション担当シニアデ

ィレクターは次のように述べています。「ユー

ザーエクスペリエンスを向上させる新しいツー

ルを導入しようとしたのですが、特定の拡張機

能がないとうまく機能しません。新しいツール

が利用可能になったという通知を送る前に、拡

張機能がプッシュ配信され、全員が持っている

ことを確認することができたので、従業員は手

放しにしておくだけでした。拡張機能がすでに

存在していたため、ツールは正常に動作したの

です。」 

• 某保険会社のエンタープライズアーキテクチャ

担当シニアディレクターが、一部のエンドユー

ザーが Chrome ブラウザ クラウド管理によって

平均以上の利益を得たと答えています。「当社

には大規模な開発者コミュニティがあり、彼ら

は当社のパワーユーザーです。これによって、

以前なら依頼して、待たなければならなかった

プラグインの特別パッケージが自動的に提供さ

れるので、彼らの仕事は楽になりました。開発

者の時間を 20%節約できたと思います。」 

  

総利益 

参照コ

ード 
利益 1年目 2年目 3年目 合計 現在価値 

Atr 
エンドユーザーエクスペリエン

スの向上 
1,173,569ドル 1,486,310ドル 1,799,051ドル 4,458,930ドル 3,646,889ドル 

Btr 生産性の向上 1,201,050ドル 1,714,266ドル 2,227,482ドル 5,142,798ドル 4,182,152ドル 

Ctr セキュリティの向上 828,215ドル 1,120,715ドル 1,286,358ドル 3,235,288ドル 2,645,592ドル 

 総利益（リスク調整後） 3,202,834ドル 4,321,291ドル 5,312,891ドル 12,837,016ドル 10,474,633ドル 
 

「アドオンや他のクライアントの

ものなどをインストールする必要

がないので、ユーザーにとっては

とても楽です。すべてがブラウザ

から直接利用できます。」 

デジタルプロジェクトマネージャ
ー、小売企業 
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モデル化と前提条件。 この利益価値をモデル化する

ため、Forresterは以下を前提としました。 

• モデル組織の ITチームは、年に 12回更新される

35,000のブラウザを管理している。 

• エンドユーザーが VPNに接続しなかったり、ア

ップデートを指示する電子メールを受け取らな

かったり、アップデートを完了できなかったり

した結果、15%のブラウザが毎回アップデート

に失敗している。 

• ブラウザが最新状態に更新されていない場合、

これらのブラウザのユーザーは平均 30分の生産

性を損なう。 

• 356,400件のチケットが組織で発行され（「ITの

生産性向上」の利益の計算表、B9 行を参照）、

チケット 1件あたりの解決時間が 30分と低く見

積もった場合、同社の 30,000人の従業員はそれ

ぞれ、ヘルプデスクチケットの解決を待つため

に年間約 6時間を損なう。2 

• 控え目に見積もって、ブラウザ クラウド管理を

導入した結果、最初の 1年間で発生するチケッ

ト数は 10%減少する。この数字は、2年目には

20%、3年目には 30%に増加する。 

• 必要なプラグインを探して追加したり、デバイ

ス間でブラウザの設定やブックマークを作り直

したり、ロールを変更する必要がなくなるた

め、平均的な従業員は毎年 30分の時間が浮く。 

• これらの作業に費やされる時間に加え、従業員

は途切れた仕事への集中力を取り戻す必要がな

いため、控えめに見積もって年間 40分以上の時

間を得ることができる。3 

• 組織全体のユーザーの全経費込の平均時給は 

39ドルとする。 

• この節約時間の 50%を生産的な仕事に振り 

向ける。 

リスク。 他の組織がこのメリットから異なる価値を

経験する可能性のあるリスクは、次のようなものが

あります。 

• ブラウザのアップデートの失敗率。 

• ブラウザが古い状態にあることでユーザーが失

う時間量。 

• ヘルプデスクチケットの数と平均解決時間。 

• 従業員がブラウザの設定を作り直すのに費やす

時間。 

• 従業員の平均時給。 

結果。これらのリスクを反映させるため、Forrester

はこの利益を 10%下方修正し、3年間のリスク調整後

の PV総額（10%割引）を 370万ドルとしました。 
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エンドユーザーエクスペリエンスの向上 

参照コ

ード 
指標 ソース 1年目 2年目 3年目 

A1 Chrome ブラウザの合計 モデル組織 35,000 35,000 35,000 

A2 年間の平均的な更新/変更 インタビュー 12 12 12 

A3 アップデートに失敗したブラウザの割合 インタビュー 15% 15% 15% 

A4 失敗した更新ごとの損失時間 想定 0.5 0.5 0.5 

A5 全経費込の平均時給 TEI標準 39ドル 39ドル 39ドル 

A6 小計： 節減されたエンドユーザーの浪費時間 A1*A2*A3*A4*A5 1,228,500ドル 1,228,500ドル 1,228,500ドル 

A7 
ITインシデント（チケット）による生産性の 

損失時間 
B9*30分 178,200 178,200 173,200 

A8 
Chrome ブラウザ クラウド管理の導入に伴うチ

ケット数の減少 
インタビュー 10% 20% 30% 

A9 全経費込の平均時給 TEI標準 39ドル 39ドル 39ドル 

A10 
小計：中断やダウンタイムの減少によるエンド

ユーザーの生産性向上 
A7*A8*A9 694,980ドル 1,389,960ドル 2,084,940ドル 

A11 
ブラウザ設定のリセットにより影響を受けた 

従業員 1人あたりの損失時間 
想定 0.50 0.50 0.50 

A12 
A11に関連するコンテキスト切り替えによる 

平均損失時間 
Forrester調査 0.67 0.67 0.67 

A13 影響を受けた年間従業員数 想定 15,000 15,000 15,000 

A14 
小計：ブラウザのカスタマイズによる効率性の

向上 
A9*(A11+A12)*A13 $684,450 $684,450 $684,450 

A15 生産性の回収率 TEI標準 50% 50% 50% 

At エンドユーザーエクスペリエンスの向上 (A6+A10+A14)*A15 1,303,965ドル 1,651,455ドル 1,998,945ドル 

 リスク調整 ↓10%    

Atr 
エンドユーザーエクスペリエンスの向上（リス

ク調整後） 
 1,173,569ドル 1,486,310ドル 1,799,051ドル 

3年間の合計：4,458,930ドル 3年間の現在価値：3,646,889ドル 
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IT部門の生産性向上 

エビデンスとデータ。 Chrome ブラウザ クラウド管

理を導入することで、IT組織の時間を大幅に節約で

きたという意見で一致しました。これは、アップデ

ートプロセスそのものを自動化した結果でもありま

す（そして、問題のあるブラウザを追いかけるので

はなく、すべてのブラウザが準拠しているという保

証を得たのです）。さらに、IT部門では、最新バー

ジョンの Chromeで新しいアプリやその他の製品を

テストするためのスケジューリングや管理に費やす

時間が短縮され、画像処理の必要性も減少しまし

た。 

• 某保険業界のエンタープライズアーキテクチャ

担当シニアディレクターはこのように述べてい

ました。「アプリケーションのテストを管理す

る正社員が 2人で、プロジェクト時間の 15%か

ら 20%をテストに費やしていたのが、正社員が

1人未満になり、プロジェクト時間の 5%から

10%になりました。また、画像化にかかる労力

も減ったため、2人の人員を削減することができ

ました。」 

• 某グローバル小売企業のデジタルプロジェクト

マネージャーはこのように振り返っていまし

た。「レジストリキーの更新をプッシュ配信

し、毎週適合チェックを行うという手作業をし

ていたのが、管理コンソールですべてを管理で

きるようになりました。以前はアップデートに

月に 3日以上費やしていましたが、今では四半

期あたり 2日未満になりました。」 

最後に、前述のメリットでエンドユーザーの時間を

節約したチケットボリュームの減少により、ITチー

ムの時間も節約されました。Forresterのインタビュ

ーによると、Chrome ブラウザ クラウド管理の導入

後、常に最新のブラウザ環境と堅牢でカスタマイズ

されたプラグインのセットにより、従業員が作成す

るサービスチケット数は 20%から 45%減少したとい

うことです。 

モデル化と前提条件。 モデル組織のこの利益価値を

モデル化するにあたって、Forresterは以下を想定し

ました。 

• Chrome ブラウザ クラウド管理を導入するま

で、10人分の正社員がポリシー管理とアプリケ

ーションテストを担当し、3.5人分の正社員が 

OS へのイメージングを担当していた。 

• ITチームメンバーは、初年度に 50%、2年目に

65%、3年目以降では 75%の時間を節約でき

る。 

• アップデートやアップデートのチェックに費や

す時間は、年間 1,008時間から 224時間へと

78%短縮する。 

• 3年目には、テスト、イメージング、更新に割か

れる IT時間は 75%短縮する。 

• IT部門の全経費込の平均時給は 58ドルとする。 

• モデル組織の従業員は、それぞれ月に平均 1枚

のヘルプデスクチケットを作成し、チケット 1

枚あたりの平均コストは 18ドルとする。4 

• 前述の利益と同様に、Chrome ブラウザ クラウ

ド管理を利用することで、1年目に 10%、2年目

に 20%、3年目にチケット数の 30%が減少す

る。 

リスク。 組織が異なる大きさのメリットを経験する

可能性のあるリスクには、次のようなものがありま

す。 

• Chrome ブラウザ クラウド管理の利用を開始す

るにあたって ITチームがアップデートのテス

ト、イメージング、管理に費やす時間量。 

• 組織内のチケット発行率。 

• ITチームの平均時給額。 

テスト、画像化、更新にか
かる IT部門の総節約時間： 

75% 
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結果。これらのリスクを反映させるため、Forrester

はこの利益を 20%下方修正し、リスク調整後の 3年

間の現在価値 (PV) 総額を 420万ドルとしました。 

  

IT部門の生産性向上 

参照コ

ード 
指標 ソース 1年目 2年目 3年目 

B1 
Chrome ブラウザ クラウド管理導入前に IT部門

のアプリのテストに費やしていた時間 
インタビュー 20,800 20,800 20,800 

B2 
Chrome ブラウザ クラウド管理導入前にイメー

ジングに費やしていた時間 
インタビュー 7,280 7,280 7,280 

B3 
Chrome ブラウザ クラウド管理の導入で短縮さ

れたテストとイメージングにかかる時間 
インタビュー 50% 65% 75% 

B4 
Chrome ブラウザ クラウド管理導入前にアップ

デートに費やしていた時間 
インタビュー 1,008 1,008 1,008 

B5 
Chrome ブラウザ クラウド管理コンソール導入

に伴うアップデートに費やした時間 
インタビュー 224 224 224 

B6 節約された合計時間数 (B1+B2)*B3+B4-B5 14,824 14,824 14,824 

B7 全経費込の IT部門の平均時給 TEI標準 58ドル 58ドル 58ドル 

B8 小計：短縮されたテスト/画像処理時間 B6*B7 859,792ドル 859,792ドル 859,792ドル 

B9 年間ヘルプデスクチケット数 インタビュー 356,400 356,400 356,400 

B10 ヘルプデスクのチケットごとの平均コスト HDI 18ドル 18ドル 18ドル 

B11 
Chrome ブラウザ クラウド管理の導入に伴うチ

ケット数の減少 
インタビュー 10% 20% 30% 

B12 
小計：ヘルプデスクチケット数減少によるコスト

節約 
B9*B10*B11 641,520ドル 1,283,040ドル 1,924,560ドル 

Bt 生産性の向上 B8+B12 1,501,312ドル 2,142,832ドル 2,784,352ドル 

 リスク調整 ↓20%    

Btr IT部門の生産性の向上（リスク調整後）  1,201,050ドル 1,714,266ドル 2,227,482ドル 

3年間の合計：5,142,798ドル 3年間の現在価値：4,182,152ドル 
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利益の分析 

セキュリティの向上 

エビデンスとデータ。 Forresterのインタビューで

は、Google Chrome ブラウザ クラウド管理を導入す

ることで、組織のセキュリティがどのように改善さ

れたかについて回答者から説明がありました。

Chrome ブラウザ クラウド管理のブラウザベースの

性質が、組織のセキュリティ（およびその他の）ポ

リシーに対するコンプライアンスを大幅に向上させ

たという点で、意見が一致していました。これは、

新型コロナウイルスのパンデミックの際にリモート

ワークへのシフトが進み、アクセスやセキュリティ

に対する組織のニーズのバランスを取るのに苦慮し

た時に特に重要でした。ただ、従業員の 3分の 1か

ら 3分の 2が常にリモートで仕事をしていると推定

される現在も、その重要性は変わっていません。 

某製造業の技術・コラボレーション担当シニアディ

レクターは次のように述べています。「多くのリモ

ートユーザーは、仮想プライベートネットワーク

(VPN) にログインしたときだけ Active Directoryの同

期を取得していました。誰かが一貫した方法で行う

保証はなかったので、Chromeでプッシュ配信が必

要なものが、タイムリーにプッシュ配信されないこ

とがありました。」 

また、適切な拡張機能やアプリへのアクセスを提供

したり、あるいは、実際にインストールしたりでき

るようになったことも、セキュリティの向上につな

がりました。業務関連のツールに簡単にアクセスで

きるようになったことで、従業員のエクスペリエン

スが向上しただけでなく、従業員がセキュリティ上

の脅威をダウンロードする可能性も大幅に低くなり

ました。 

某保険業界のエンタープライズアーキテクチャ担当

シニアディレクターは、このジレンマを次のように

強調しています。「多くの組織は …皆に管理者権限

を与えるだけで済ませています。誰もが好きなもの

をダウンロードできますが、私たちの業界ではそう

いったことはできません。不可能です。」 

インタビュー参加者の組織では、Chrome ブラウザ 

クラウド管理で得られるステータスや使用状況のデ

ータから恩恵を受けており、そのデータがいかに有

用であるかというコメントがありました。某エンタ

ープライズインフラストラクチャのシニアディレク

ターは次のように語っています。「利用傾向が分か

るので、誰かがブラウザを平均より多く使っていた

り、いつもと違う時間帯に使っていたりすると、そ

れを見てより先行処理できます。その結果、4%ほど

のリスク軽減につながったと思います。」 

最終的には、Chrome ブラウザ クラウド管理によ

り、セキュリティアナリストの作業負荷が軽減され

ました。同エンタープライズインフラストラクチャ

のシニアディレクターは、次のように述べていま

す。「当社のセキュリティチームは当社が行うテス

トや画像処理のすべてに関わっているため、エンド

ポイント管理チームの仕事量と同様に、彼らの仕事

量も減少しました。」 

モデル化と前提条件。 この利益価値をモデル化する

ため、Forresterは以下を前提としました。 

• 年間 4件の侵害が発生し、それぞれ合計 180万

ドル以上のコストがかかる。5 これらの予測コス

トには、社内外の両方の要素が含まれる。 

• 各侵害は、モデル組織の 30,000人の従業員のう

ち 20%に 4.4時間の影響を与え、生産性を 75%

低下させる。6 

• 組織全体の全経費込の平均時給は 39ドルとす

る。 

「当社のリモートワーカーは VPN

にサインインしていないため、最

新情報を見ていないことがよくあ

りました。今では、クラウド上で

アップデートをプッシュ配信でき

るので、ブラウザを開くとすぐに

アップデートが届きます。」 

デジタルプロジェクトマネージャ
ー、小売企業 
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• 年間約 9,000ドルのコンプライアンスに対する

罰金を支払っている。7 

• Chromeブラウザ クラウド管理の導入により、

初年度は侵害と罰金のリスクが 5%減少し、3年

目には減少率が 8%に向上する。 

▪ これは、（以前の Forresterの TEI調査に

もあるように）マルウェアやフィッシン

グ攻撃のリスクを大幅に軽減するもので

あり、Chrome ブラウザを導入している

企業にとっては、さらに大きなメリット

となります。 

• セキュリティチームは、ポリシー管理、アプリ

ケーションテスト、再画像処理を ITチームと一

緒に行うが、ITチームが費やす時間の約半分の

時間を費やす。この時間は Chromeブラウザ ク

ラウド管理が導入された後に取り戻されます。 

• セキュリティアナリストの全経費込み時給は 

65ドルとする。 

リスク。 他の組織がこのメリットから異なる価値を

経験するリスクの要因には、以下のようなものがあ

ります。 

• データ侵害の可能性と規模。 

• 組織全体で従業員の生産性に及ぼす影響。 

• セキュリティアナリストが、ポリシー/ブラウザ

のアップデートに関連するテストや再画像処理

に割く時間。 

• セキュリティアナリストを含め影響を受ける従

業員の平均賃金。 

結果。これらのリスクを反映させるため、Forrester

はこの利益を 15%下方調整し、リスク調整後の 3年

間の PV総額を 260万ドル強としました。 
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利益の分析 

  

セキュリティの向上 

参照コ

ード 
指標 ソース 1年目 2年目 3年目 

C1 侵害ごとの予測コスト 
Forresterによるカス

タム調査 
1,815,900ドル 1,815,900ドル 1,815,900ドル 

C2 年間予想侵害件数 
Forresterによるカス

タム調査 
4.0 4.0 4.0 

C3 従業員数 モデル組織 30,000 30,000 30,000 

C4 侵害の影響を受けた部分 想定 20% 20% 20% 

C5 侵害ごとの影響を受ける平均時間 
Forresterによるカス

タム調査 
4.4 4.4 4.4 

C6 侵害時の生産性低下 想定 75% 75% 75% 

C7 全経費込の平均時給 TEI標準 39ドル 39ドル 39ドル 

C8 小計： 侵害の予測総コスト 
(C1*C2)+(C2*C3* 
C4*C5*C6*C7) 

10,352,400ドル 10,352,400ドル 10,352,400ドル 

C9 
年間コンプライアンス罰金の中央値（侵害と

関連無し） 

GDPR施行トラッカ

ー 
9,000ドル 9,000ドル 9,000ドル 

C10 
Chrome ブラウザ クラウド管理によるリスク

予測低減率 
インタビュー 5% 7% 8% 

C11 小計：侵害および罰金のリスク低減 C8*C10 518,070ドル 725,298ドル 828,912ドル 

C12 
セキュリティチームのテストと再画像処理に

要する時間の短縮 
(B1+B2)*B3 7,020 9,126 10,530 

C13 セキュリティアナリストの全経費込み賃金 TEI標準 65ドル 65ドル 65ドル 

C14 小計：セキュリティアナリストの効率性向上 C12*C13 456,300ドル 593,190ドル 684,450ドル 

Ct セキュリティの向上 C11+C14 974,370ドル 1,318,488ドル 1,513,362ドル 

 リスク調整 ↓15%    

Ctr セキュリティの向上（リスク調整後）  828,215ドル 1,120,715ドル 1,286,358ドル 

3年間の合計：3,235,288ドル 3年間の現在価値：2,645,592ドル 
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利益の分析 

非定量的利益 

インタビュー参加者が言及したものの、定量化が不

可能であったその他のメリットは次の通りです。 

• ITチームへの信頼性の向上。 インタビューによ

ると、Chrome ブラウザ クラウド管理が導入さ

れている場合、デジタルツールが正しく機能

し、エンドユーザーによる ITチームの業務に対

する信頼感が高まるということです。その結

果、ITチームのワークエクスペリエンスとモチ

ベーションが向上しました。某保険業界のエン

タープライズアーキテクチャのシニアディレク

ターは次のようにコメントしています。

「Chrome ブラウザ クラウド管理を導入しアッ

プデートを管理することで、ユーザーコミュニ

ティはプロセスを信頼するだけでなく、提供さ

れるテクノロジーをも信頼するようになりま

す。以前は、従業員が『私用デスクトップを使

っていますが、バージョン 11です。それなの

に、会社ではまだバージョン 6の状態です。何

とかしてくれませんか？』と、言われていまし

た。」 

某保険のエンタープライズアーキテクチャ担当

シニアディレクターは次のように述べていま

す。「定期的なアップデートを受け、最新バー

ジョンの Chromeを使用し、適切な拡張機能を

インストールしていることがわかるので、ユー

ザーは私たちや私たちのプロセスにより信頼を

寄せています。」また、プロファイルと画像が

より統一して一元化されているため、セキュリ

ティチーム側の懸念も少なくなっています。」 

• 組織のリスク低減。 インタビューでは、プロジ

ェクトが成功するという保証を与えてくれたと

いう点で、Chrome ブラウザ クラウド管理の価

値についても、コメントをいただきました。製

造業の技術とコラボレーションのシニアディレ

クターは次のように語っています。「予測可能

性をよりコントロールできるようになりまし

た。つまり、私たちが展開するアプリケーショ

ンやサービスが、ユーザーにとってうまくいく

かどうかを知ることができるようになったので

す。予測可能性が高まったことで、プロジェク

トのリスクは減少しました。」 

柔軟性 

柔軟性の価値は顧客によってそれぞれ異なります。

顧客が Chrome ブラウザ クラウド管理を導入するシ

ナリオは、次のように複数存在し、追加の使用やビ

ジネスチャンスが後から実現される場合もありま

す。 

デジタル トランスフォーメーションの実現。 

Forresterが取材した IT担当者は、Chrome ブラウザ 

クラウド管理が、組織の長期的な近代化とデジタル

トランスフォーメーションプログラムを実現する重

要な手段であると考えていました。 某医療業界のデ

スクトップインフラストラクチャリーダーは、次の

ように述べています。「デジタルトランスフォーメ

ーションの要件の 1つは、ネットワークに接続しな

くても仕事ができることであり、Chrome ブラウザ 

クラウド管理は、リモート管理を可能にすること

で、それを実現するのに非常に役立ちました」 

柔軟性は、特定のプロジェクトの一環として評価す

ることで定量化できます（付録 Aに詳細を記載）。 
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コストの分析 

モデル組織に適用される定量化コストデータ 

 
 
 

管理コスト 

エビデンスとデータ。Google Chrome ブラウザ クラ

ウド管理に追加料金は発生しないものの、最低限の

テスト、導入、継続的な管理コストが発生すると、

インタビュー参加者は Forresterに説明しています。

これらはすべて、業務を達成するための IT時間に関

連する社内コストでした。 

• 製造業の技術とコラボレーション担当シニアデ

ィレクターは、次のようにコメントしていま

す。「3月中旬から 6月中旬にかけて POCを実

施し、Active Directoryから Chrome ブラウザ ク

ラウド管理への移行の影響を把握しました。7月

上旬に 100人の従業員でロールアウトを開始

し、7月末までに完全にロールアウトしました。

テストと導入にかかった人数は約 120人時でし

た。」 

• 某保険会社のエンタープライズアーキテクチャ

担当シニアディレクターは、次の点で意見が一

致していました。「導入コストはごくわずかで

した。ITチームとセキュリティチームに対する

ちょっとしたトレーニングと、組織的なコミュ

ニケーションコストくらいです。エンドユーザ

ーにとっては、まったくシームレスであるはず

です。」 

モデル化と前提条件。 組織は Google Chrome ブラ

ウザ クラウド管理の準備と使用にコストを余儀なく

されます。これらのコストは完全性を期すために含

まれていますが、現実的な ROI算出の基準とする上

で十分な値ではありません。このコストをモデル化

するため、Forresterは以下を前提としました。 

• IT部門は、初期の概念実証とロールアウト計画

に 250人時を投資する。 

• 約 350人の ITチームメンバー（ヘルプデスクの

従業員を含む）が、ロールアウト前に平均 1時

間のトレーニングを受ける。 

• チームの離職率は 20%で、新入社員にはさらに

70時間のトレーニングが必要となる。 

• ポリシーの調整には、四半期ごとに約 1.5時間を

要する。 

• IT担当者の全経費込の平均時給は 58ドルとす

る。 

リスク。 別の組織が異なる管理コストを生むリスク

の要因として以下があります。 

• 組織が実施するパイロットテストの期間と 

範囲。 

• トレーニングを必要とする ITチームの規模。 

• これらの業務に携わる人員の賃金。 

結果。これらのリスクを反映させるため、Forrester

はこの利益を 10%上方調整し、リスク調整を施した

3年間の PV総額（割引 10%）を 50,000ドルを若干

上回る金額にしました。 

  

総コスト 

参照コ

ード 
コスト 初期 1年目 2年目 3年目 合計 現在価値 

Dtr 管理コスト 38,280ドル 4,849ドル 4,849ドル 4,849ドル 52,827ドル 50,338ドル 

 総コスト（リスク調整後） 38,280ドル 4,849ドル 4,849ドル 4,849ドル 52,827ドル 50,338ドル 
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コストの分析 

 

管理コスト 

参照コ

ード 
指標 ソース 初期 1年目 2年目 3年目 

D1 初期パイロットおよび導入。 インタビュー 250    

D2 IT/ヘルプデスクのトレーニング インタビュー 350 70 70 70 

D3 継続的なポリシー調整 インタビュー 0 6 6 6 

D4 IT部門の全経費込の平均時給 TEI標準 58ドル 58ドル 58ドル 58ドル 

Dt 管理コスト D1*D2*D3*D4 34,800ドル 4,408ドル 4,408ドル 4,408ドル 

 リスク調整 ↑10%     

Dtr 管理コスト（リスク調整後）  38,280ドル 4,849ドル 4,849ドル 4,849ドル 

3年間の合計：52,827ドル 3年間の現在価値：50,338ドル 
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財務状況の概要 

 

リスク調整後の 3年連結評価 

 

 
 

 
 
 
 
 

 -$2.0 M

$2.0 M
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$14.0 M

Initial Year 1 Year 2 Year 3

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

キャッシュフローチャート（リスク調整後）

Total costs Total benefits Cumulative net benefits

リスク調整後のこれらの

ROI、NPV、回収期間の値

は、「利益」と「コスト」の

各セクションの未調整結果に

リスク調整因子を適用するこ

とで決定されます。 

 

「利益」と「コスト」のセクションで

計算された財務的結果を使用して、こ

のモデル組織の投資に対する ROI、

NPVおよび回収期間を決定できます。

Forresterは、この分析において年 10%

の割引率を想定しています。 

 

キャッシュフロー分析（リスク調整後の予測値） 

 初期 1年目 2年目 3年目 合計 現在価値 

総コスト （38,280ドル） （4,849ドル） （4,849ドル） （4,849ドル） （52,827ドル） （50,338ドル） 

総利益 0ドル 3,202,834ドル 4,321,291ドル 5,312,891ドル 12,837,016ドル 10,474,633ドル 

純利益 ($38,280ドル） （3,197,985ドル） （4,316,442ドル） 5,308,042ドル 12,784,189ドル 10,424,295ドル 

回収期間  

（ヶ月） 
     <6 

 

コスト 総利益 累積純利益 

1,400万ドル 

1,200万ドル 

1,000万ドル 

800万ドル 

600万ドル 

400万ドル 

200万ドル 

 

-200万ドル 

3年目 初期 1年目 2年目 
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付録 A：Total Economic Impact 

Total Economic Impact（TEI：総経済効果）は

Forrester Researchが開発した手法であり、テクノ

ロジーに関する企業の意思決定プロセスを強化し、

ベンダーが製品やサービスの価値提案をクライアン

トに提示する際に有用となります。TEI手法を使用

することで、企業は経営陣やその他の重要なビジネ

ス関係者に対して、ITイニシアチブの具体的な価値

を提示しながら妥当性を証明し、価値をもたらすこ

とができます。 

TEIアプローチ 

利益とは、製品が企業にもたらす価値のことです。

TEI手法では、利益の測定とコストの測定に同じ重

みを与えることで、企業全体に与える技術の恩恵を

徹底的に評価することが可能になります。 

コストでは、提案されている製品の価値または利益

をもたらすために必要なすべての支出が考慮されま

す。TEIのコスト区分では、ソリューションに関連

した運用コストとして、既存環境から追加コストが

発生する場合は、そのコストも含みます。 

柔軟性とは、すでに行われた初期投資に加えて将来

的に追加投資を行うことで得られる戦略的価値のこ

とです。この利益を獲得できるということは、推定

可能な PVがあることになります。 

リスクとは、利益とコストの見積りの不確実性を想

定したもので、1) 見積りが初期の予測と一致する可

能性と、2) 見積りが時間を経て予測どおりに推移す

る可能性が考慮されています。TEIではリスクファ

クターは「三角分布」に基づいています。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初期投資の欄には、「時間 0」、すなわち 1年目の始まりに

発生するコストが記載されます。これらのコストには割引率

は適用されません。その他すべてのキャッシュフローは、年

度末に割引率を使用して割引されます。現在価値 (PV) は、

それぞれの総コストおよび利益の見積もりに対して計算され

ます。概要表の NPVは、初期投資と各年の割引率適用後の

キャッシュフローの合計になります。総利益、総コスト、キ

ャッシュフローの各表における合計と PVの値については、

端数処理が行われている場合があるため、総和が正確に一致

しないことがあります。 

現在価値 (PV) 

特定の利率（割引率）を使用した（割引

後の）コストと利益の推定値の現在価

値。コストと利益の PVは、キャッシュ

フローの総 NPVに組み入れられます。 

 

正味現在価値 (NPV) 

特定の利率（割引率）を使用した（割引

後の）将来の正味キャッシュフローの現

在価値。プロジェクトの正味現在価値 

(NPV) の値が正であれば、その他のプロ

ジェクトの NPVがこれを上回っていな

い限り、通常は投資すべきであると考え

られます。 

 

投資収益率 (ROI) 

パーセンテージで表したプロジェクトの

期待利益。ROIは、純利益（粗利益から

コストを引いた値）をコストで割ること

によって求められます。 

 

割引率 

金銭の時間的価値を考慮しながらキャッ

シュフロー分析で使用される比率。通

常、組織は 8%～16%の割引率を使用し

ます。 

 

回収期間 

投資金額が回収される損益分岐点。純利

益（利益からコストを引いた値）が初期

投資額またはコストと等しくなる時点を

指します。 
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付録 B：注釈

 
1 Total Economic Impact（TEI：総経済効果）は Forrester Researchが開発した手法であり、テクノロジーに関す

る企業の意思決定プロセスを強化し、ベンダーが製品やサービスの価値提案をクライアントに提示する際に有用と

なります。TEI手法を使用することで、企業は経営陣やその他の重要なビジネス関係者に対して、ITイニシアチブ

の具体的な価値を提示しながら妥当性を証明し、価値をもたらすことができます。 

2出典：Kallio, Sami, “80% of the Employee Lost Productivity Caused by IT Support Comes From Just 12.6% of 

Tickets,” Service Desk Show blog post, October 31, 2022. 

3 出典：“How To Wake Up From The Nightmare Of Workplace Technology Distraction,” Forrester Research, Inc., 

April 26, 2019. 

4出典：Rumburg, Jeff, “Understanding the Service Desk Metric of Cost Per Ticket,” HDI, December 28, 2021. 

5 出典：Forrester Consulting Cost Of A Cybersecurity Breach Survey, Q4 2020. 

6 Ibid. 

7出典： GDPR Enforcement Tracker, CMS.Law, 2022. 

https://www.servicedeskshow.com/blog-spot/80-of-the-employee-lost-productivity-caused-by-it-support-comes-from-just-12-6-of-tickets/
https://www.servicedeskshow.com/blog-spot/80-of-the-employee-lost-productivity-caused-by-it-support-comes-from-just-12-6-of-tickets/
https://www.thinkhdi.com/library/supportworld/2021/understanding-cost-per-ticket.aspx
https://www.enforcementtracker.com/
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